
虫と火まつり終る 

五毅豊じょうの願いを込め、びしょぬれに 

なりながらも威勢よく行進する 「虫」 

見事「市長賞、 に輝いた新町のねぷた 
	

まつりを盛り上lf、若さを爆発させる荒馬 
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青森県五所川原市字岩木町12 

廿  0173-⑤21I1(1i 
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印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51,288人（男24 .565・女26, 723）世帯数14,898 (7月31日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

恒例の五所川原「虫と火まつり」が、 8月 4 

日の自衛隊音楽隊などの「市内音楽行進」 を皮 

切りに、最終日 7日のねぷた運行まで 4 日間に 

わたって盛大に繰りひろげられました。 

ただ 5 日は、低気圧の影響で大雨となり、虫 

合同運行は土砂降りの中、行われ、五穀豊じょ ー 

うを願う参加者はびしょぬれになりながらも元 ’ 

気いっぱい行進しました。 

又、夜には予定されていたねぷた運行が雨の 

影響により中止され、文字どうりまつりに水を 孝 

指した形となりました。 	 と 
‘ーー‘ーーー一ー’ーで ーー 

しかし、このような中で、青年会議所の「虫 三 
士こ / h 'A'中 - h"+象hri脅,g"n A か解lj lr 今 」つ、 リ：八．よ ノリ」 Iよ参刀u白刀‘ ou'J ノ、て Aき1スー、 10 で 

周年にふさわしく盛大に行われたほか、花火大 を

会も雨天にかかわらず 8万人の観客が見物、夜 ま 

空を彩る費杢に歓声を上げてりました。 

まつり期間中の人出は約40万人にのぽりまし ら 

た。 （商工会議所発表） 

毎
り
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
ロ
 

昭和62年 

石645 

8-15 

わたくレだらの先人は、不挑不屈の五所II原 
魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 

’．開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 
’】・ 上げ議した。 
り わた＜したちは、この伝統を継承し、広
り． い視野に立つて西北津軽の人マと協調 

’． し、郷土の限りない発展を願つて、こ 
り こに市民憲章を定めます。 

酬り身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ＜ります。 



【冊冊 I棚I 

去
る
七
月
三
十
日
、
森
田
市
長
は
自
由
民
主

党
総
務
会
長
安
倍
晋
太
郎
先
生
に
「
五
所
川
原

大
橋
の
整
備
事
業
促
進
」
な
ど
に
つ
い
て
陳
情

し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
安
倍
先
生
は
、
先
祖

の
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
て
当
市
を

訪
れ
て
い
た
も
の
で
、
石
塔
山

に
あ
る
先
祖
の
墓
参
を
す
ま
せ

た
後
、
市
役
所
を
訪
れ
、
市
役

所
で
森
田
市
長
は
、
安
倍
先
生

に
「
五
所
川
原
大
橋
の
早
期
完

成
」
と
「
新
津
軽
大
橋
の
早
期

完
成
」
、
 「津
軽
自
動
卓
道
の

早
期
着
工
」
の
三
件
に
つ
い
て

強
く
陳
情
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
五
所
川
原
大
橋
の

建
設
現
場
を
視
察
し
、
森
田
市

長
は
本
市
の
市
街
地
と
西
郡
を
 

ー
八
1
一
戸
 結

ぶ
橋
が
乾
僑
一
橋
の
み
で
、
 

そ
の
た
め
に
交
通
渋
滞
が
ひ
ど

く
経
済
面
、
生
活
面
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
実
情
を
強
く
訴

え
、
五
所
川
原
大
橋
の
一
日
も

早
い
完
成
を
重
ね
て
陳
情
し
ま

し
た
。
 

こ
の
後
、
安
倍
先
生
ご
一
行

は
岡
本
太
郎
画伯
、
秋
田
一
季

先
生
と
も
ど
も
、
市
立
図
書
館

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
安
倍
、
 

安
東
、
秋
田
氏
秘
宝
展
」
を
見

学
し
、
同
日
午
後
青
森
空
港
か

ら
帰
京
し
ま
し
た
。
 

‘
五
所
川
原
大
橋
建
設
現
場
で

説
明
す
る
森
田
市
長
 

安倍先生に陳・清する森田市長・
川浪議長 

秘宝展副実行委員長の和田喜八郎

さんの説明を受ける安倍先生 

？
石
塔
山
を
訪
れ
る
安
倍
先
生
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一
を
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所

（
山

舘
清
士
所
長
）
で
は
七
月
二
十

一
日
、
五
所
川
原
合
同
庁
舎
及

び
飯
詰
ダ
ム
な
ど
を
会
場
に
 
「
 

森
と
湖
に
親
し
む
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
民
に
森
や
湖
に

親
し
む
機
会
を
設
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
間
性
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
養
う

と
と
も
に
森
林
や
ダ
ム
、
河
川

等
の
重
要
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
建
設

省
と
林
野
庁
が
今
年
度
か
ら
七

月
二
＋
一
日
ー
三
十
一
日
ま
で
 

県
で
は
こ
の
旬
間
に
合
わ
せ
、
 

こ
の
日
五
所
川
原
合
同
庁
舎
に
 

飯
詰
小
学
校
の
五
、
六
年
生
六

十
四
人
を
招
待
し
て
学
習
会
を

開
き
、
山
舘
所
長
が
 
「森
と
湖

は
み
ん
な
の
大
切
な
資
源
で
す
。
 

汚
さ
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
大

事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
、
安
保
正
明
同
土
木

事
務
所
工
事
調
整
監
が
「
く
ら

し
と
川
に
つ
い
て
」
、
南
山

一

雄
同
建
設
第
二
課
長
が
 
「飯
詰

ダ
ム
に
つ
い
て
」
、
中
川
寿
昭

五
所
川
原
市
都
市
建
設
課
長
が
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．飯詰ダムを見学する子どもたち 

市民会議にどうぞ 9月 1日かり地区ごとに開きます 

に
制
定
。
 
‘

．、書
．
諸
，,
 

嘱
隣
汁
蔀
配
声
ル
濡
泊
消
 

手
に
あ
る
飯
詰
ダ
ム
を
見
学
し
 

一
 
】
 

,
 

森

と
湖
の

汰
切
さ

蒼
か
％
強
 

「う
る
お
い
の

あ
る
街
づ
く
り
」
 

と
題
し
た
三
つ

の
講
演
と
河
川

に
関
す
る
記
録

映
画
が
上
映
さ

れ
、
き
れ
い
な

空
気
、
き
れ
い

な
水
と
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
を

勉
強
。
 

こ
の
後
、
飯

詰
地
区
か
ら
車

で
十
分
ほ
ど
山
 

ま
し
た
。
 

飯
詰
ダ
ム
の
周
辺
は
、
市
が

憩
い
の
森
と
し
て
整
備
し
た
不

動
公
園
で
、
児
童
た
ち
は
昼
食

の
あ
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
 

又
、
同
旬
間
の
制
定
を
記
念

し
て
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
標

語
を
募
果
し
て
い
ま
す
。
 

▽
募
集
内
容
 

甲
ン
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
 
森
と
湖

に
親
し
む
と
い
う
テ
ー
マ
を

デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
。
 

②
標
語
 
森
と
湖
に
も
っ
と
親

し
も
う
と
い
う
こ
と
を
呼
び

か
け
る
標
語
。
 

▽
応
募
形
式
 

シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て

は
A
4
版
。
標
語
に
つ
い
て

は
形
式
自
由
。
 

▽
応
募
資
格
 
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
 

▽
締
切
り
 
八
月
末
日
の
消
印

有
効
。
 

▽
提
出
先
 
財
団
法
人
日
本
ダ

ム
協
会
内
「
森
と
湖
に
親
し

む
旬
間
中
央
実
行
委
員
会
」
 

（
〒m
東
京
都
中
央
区
銀
座

ニ
ー
十
四
ー
二
）
 

市民会議日程表 

月日助 1 	II Ij 」也 区 名 会 	場 

9. 1 (幻 一則
1
0
 

 
、
 

 0
  

三 好 地 区 コミュニテイセンター 
三好 

2困 'I 毘沙門地区 毘沙門・長富 
コミュニテイセンター 

5〈り 
?
 

】
 
一
 

 ー
 
後

1
  

.
 
.
 

、
 

 0
 
0
 

 

栄 	地 	区 コミュニテイセンター 
栄 

19（り 小 曲 地 区 農村婦人の家 

22(幻 午
  、

 
 

前
1
0
 
0
 
0
 

 

飯 詰 地 区 コミュニテイセンタ―
飯詰 

盟(村 'I 中 川 地 区 
コミュニテイ七ン夕―
中川 

25I」i8 'I 松 島 地 区 コミュニテイセンター 
松島 

26(L) 磁
一
 

五所川皆ヒ）地区 
しきしま 
コミュニテイセンター 

29()3 ュH
I
 

甘
・0
  

一
 

 叩
  

長 僑 地 区 コミュニテイセンター 
長橋 

304) 'I 梅 沢 地 区 梅沢 
コミュニテイセンター 

10. 3(L) 
I
 

一
 
！
 

 !
 
後
1
  

一
 

 .
 
0
 
0
 

 

五所川原 
（南）地区 

老人福祉センタ二 
（市民文化会館隣〕 

50 D 
に

‘
 
」I
I
J
1
0
 

 
一
 

 0
 
0
 

 

七 和 地 区 コミュニテイセンター 
七和 

‘簿） 今年度から五j折川原」也区は、北地区（五小 

!'jfと区）と南地区（南小学区及び中央小学区）の 

2 地区に分割されます。 日時、会場等まちが

いのないようご注意ください。 

市で1ま、 9 月1 日から各紺1区ごとに 「市民会 

議」 を開きます。 

これまでの市政懇談会を今年度から 「市民会 

議」 に発展させ、 より多くの市民に参加してい , 
たノごく とともに、話し合いの内容も単なる懇言iI乏 

の域にとどまらず、一層充実したものにしたし、 

と引恒i1しております。 

会場も、昨年小曲会場をふJくコしたのにりは続 

き、今年は五所川原土也区を 2 地区に分け、又、 

時間も 1 日 1カ j折とし、会議内容の充実を目指 

しています。 

「市民会議」 は、市民から直接地域の問題．点 

や要望、意見などを」徳き、それをできるだけ市 

政に反映させていこう と開く もので、 どなたで 

も参加できます。 

多くの方々のご参加をお願いします。 

こ才1,までの状況 

マir～達ミ 59年り変 60年j変 61年度 

参加者数 3 5 9 人 3 3 7 人． 5 5 1人 

要望イ牛数 33 lf牛 3 78 件ニ 4 641牛 
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舞市 
舞井寺 
響男り 

麟
 

議
会
 

融難
琴
 

五
所

川
結
（
 

i

』
〈
、己
甚
ぞ
』
い
？二望
『一
一
ら
 

．轟
維
離
難
麟
鷺
 

〇＜ずかご／＼ すてたよ母さん ぼくよい子 

〇木に7ゆれて 花草笑う 五所川原 

〇投げすては 環境破壊の 第ー担云 

環境づくり よ
 

住
 

市
で
は
七
月
ニ
十
九
日
、
市

長
公
室
で
特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
委
貝
五
人
の
委
嘱
状
交
付

式
及
び
組
織
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委

員
は
、
特
別
土
地
保
有
税
の
納

税
義
務
の
免
除
対
象
の
認
定
に
 
 

あ
た
り
、
市
長
の
行
う
そ
の
認

定
の
中
立
、
公
正
か
つ
慎
重
な

取
扱
い
を
期
す
る
た
め
に
審
議

を
行
う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
義

務
の
免
除
対
象
の
認
定
に
あ
た
 
 

り
、
そ
の
認
定
の
中
立
、
公
平

化
を
期
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
」
 
と
あ
いさ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

引
き
続
き
、
組
織
会
を
開
催

し
、
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
」
1
 

年
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

③
会
長
 
蝦
名
保
定
（
税理
士
）
 

③
会
長
代
理
 
成
田
千
義

（
農

業
）
 

③
委
員
 

o

藤
田
久
（
クリ
ー
ニ
ン
グ
業
）
 

o

船
水
信
一
 （
木工
業
）
 

o

菊
池
富
美
雄
（
地方
公
務
員
）
 

去
る
六
月
二
十
一
日
、秋
田

市
で
開
か
れ
た
、
第
十
回
全
日

本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ー
フス
東
北

支
部
秋
田
大
会
で
、
五
所
川
原

女
声
コ
ー
ラ
ス

（
宮
崎
妙子
代

表

・
会
貝
数
七
＋
人
）
が
、
今

月
の
二
十
三
日
に
福
岡
市
で
開

か
れ
る
全
国
大
会
出
場
の
推
薦

を
受
け
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
の

宮
崎
代
表
と
兼
平
亘
後
援
会
長
、
 

会
員
十
人
は
八
月
三
日
、
市
役
 
 

所
を
訪
れ
森
田
市
長
に
全
国
大

会
出
場
を
伝
え
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
「
五
所
川
原
の

名
誉
に
か
け
て
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
全

国
優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
 
と
激励
。
 

会
員
た
ち
は
「
自
慢
の
ハ
ー
 

モ
ニ
ー
で
必
ず
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
は
、
 

昭
和
六
十
年
の

全
国
大
会
で
は

初
出
場
な
が
ら

優
秀
団
体
賞
に

輝
き
、
今
回
は
 

「ぜ
ひ
グ
ラ
ン
 

プ
リ
を
」
と
会

員
一
丸
と
な
っ

て
ハ
ー
モ
ニ

ー
 

に
磨
き
を
か
け

て
い
ま
す
。
 

委 I嘱状交イ寸式 

森田市長に全国大会出場を伝える

会員の皆さん 
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ベルトはよじれむいように
ベルトがよじれていると、郎分的に
圧カが高まりますから．よじれを直
し，師撃力をペルト全‘で受け止め
るようにしてください‘ 

腰骨にかかるように
シートを国さずに深く雇かけ
て必ず腰骨の住置で蜂めてく
ださい． 

バックルに力チッ
と音をさせて 
プレートをバ 7フルにカ
チッと音がする，で確貧
に差し込んでください． 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福

祉
会

（
松
本
一
男
会長
）
で
は

七
月
ニ
土
ハ
日
、
市
民
体
育
館

で
身
体
障
害
者
体
育
大
会
を
開

き
ま
じ
た
。
 

同
大
会
は
、
身
障
者
の
親
陸

と
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
身

障
者
が
自
己
の
残
存
能
力
を
開
 
 

発
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
二
十

一
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
会
貝
を
は
じ
め
、
 

来
賓
、
市
職
員
な
ど
約
百
五
十

人
が
参
加
。
 

大
会
で
は
、
菊
池
市
総
務
部

長
が
「
身
体
の
障
害
に
く
じ
け
 
 

る
こ
と
な
く
毎
日
の
生
活
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
、ま
た

松
本
一
男
会長
が
 
「残
存
能
力

を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
精
い

っ
ぱ
い
競
技
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
選
手
を
代
表
し

て
今
伝
三
郎
さ
ん
が
宣
誓
し
、
 

競
技
に
入
り
ま
し
た
。
 

競
技
は
、
県
予
選
を
兼
ね
る

百
H

、
砲
丸
投
げ
、
槍
投
げ
を

は
じ
め
、
フ
ー
セ
ン
割
り
、
せ

ん
べ
い
食
い
、
軍
イ
ス
競
走
な

ど
の
ほ
か
、
走
る
事
が
困
難
な

会
員
の
た
め
に
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
 

ー
ム
、
豆
つ
み
競
走
を
準
備
し
、
 

全
会
貝
が
競
技
に
参
加
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
障
害
者
は
、
十
八

種
目
約
一
一時
間
に
わ
た
っ
て
熱

戦
を
展
開
し
、
和
気
あ
い
あ
い

の
う
ち
に
全
競
技
を
終
了
し
ま

し
た
。
 

津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

店
の
昭
和
パ
ー
ル
会

（
菊地
祥

一
会
長
〕
で
は
七
月
二
十
九
日
、
 

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
七
万
四
十
八
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会
が
市
民
文
化

会
館
で
七
月
十
六
日
、
青
森
山

田
高
校
吹
奏
楽
研
究
会
を
招
い

て
開
い
た
 
「納
涼
音
楽
会
」
 
の

際
、
約
七
百
人
の
入
場
者
か
ら

の
募
金
を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

」
A

「
 

 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
 
「ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
い

と
お
礼
を
述
ぺ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
寄
付

金
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
福

祉
基
金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 

同
会
か
ら
の
寄
付
は
、
こ
れ

で
十
三
回
目
と
な
り
、
関
係
者

か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

光
一伽
」
言
 フ
」
コ・」
 か
 J
 

ー
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

ー
 

 

社
会
福
祉
に
と

7
万
円
余
 

津
軽
信
金

昭
和
パ

ー
ル
会
 

体育大会でポーリングゲームをする参加者たち 

森田市長（右）に手渡される菊地会長（左）と

木村健一さん（左から 2人目）、坂本憲昭さ

ん（左から 3 人目）、楠美津軽信用金庫五所

川原支店長（右から 2人目） 
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水道事業所庁舎移転のお知らせ 
このたび水道事業所ーは、 

IIi森食糧事務所五所川原支所跡（永福神社通リ）に‘移転し、 8 月24日（月） 

から業務を開始します。 

新庁舎所在地 〒037 五所川原市字柳町57番1 

電話番号 （0173) 34一9111（代表） 

国民健康保険税のお知 らせ 一市保険年金課一 
国民健月剖呆険税の税率は、過去 5 年問改正を行わず抑に道いてきましたが、 ここ数年来の医療費 

の増嵩等により本年 4 月に税率の改正を行いました。 

又、本年度の保険税賦課限度額は全国ー律に39万円に決定されております。 

」也」或経済低迷の折多大なご負I旦をおかけしますが、国民健月剖呆険の主旨をご理解のうえ、保険税 

は辛I」」期内に納めるようご協力をお願いします。 

参考までに県内八市の国保加入」伏況と賦課確定後く7H呆険税額を次表のとおりお知らせします。 

トぐこ 国 	 保 保 険 税 額 

加メ、者数 加入iI上帯数 ーー・llt引Fこliメこ I) 
川l 	J、 	き1 	盟文 ・ー人当た I ) 一世帯当た I ) 

青 	森 	市 97,009 	人 40,255 tu.-1 z4 人 55,247 I月 133,137 FI 

り！、 	前 	市 81,678 29,563 2.8 43,388 119,873 

八 	戸 	’市 84,128 33,706 2.5 55,055 137,414 

黒 	イ〒 	司了 21,595 6,988 3.1 48,322 149.329 

1- 	平日 	圧I 	lE 29,910 10,334 2.9 48,387 140,050 

三 沢 市 18,911 7,184 2.6 54,794 145,439 

む 	っ 	市 19,322 7,667 2.5 41,298 104,078 

五所川 I県市 29,046 9,791 3.0 50,362 149,405 

工F 	Jj 47,700 18,186 2.6 50,681 132,932 

※本市の保険税額、一人当たりは 4 番~はあり、又、八市の平均額よりも下まわっています。 

但しー・世帯当たりの税額としては高額となっております。 これは医H呆世；帯一世帯当たりの加入者 

数が八市平均は2.6人にくらべて、本市は3.0人となっているためです。 
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年金住宅融資（62年度2回次） 
＞利用できるに方 厚生年金保険に加入している

方で、加入」切間が 3 年以上ある方。 

ン資金の使途 新築住宅、ーマンション、建売Ii 

宅、中古住宅の購入資金、および増i攻築なと

のイ三iジ宅i攻良資金。 

ン融資金額 所要資金の80さi以内で、加入」り邦り

などにより最高1,500万円まで’。 

レ融資利率 年4.45;;（一般貸付つ 〔昭和62年 

4 月24日現在〕 

レ返済期間 5 年から35年まで。 rニて、テップ返

済」 も利用てンきます。 

ン申込受仁十期間 9 月30日まで。 

詳しいことは、県保険課・県厚生年金勤労名

住宅協会（廿 0 1 7 71乏③ 2 0 7 7 番）へお間し、 

合わせください。 

住宅金融公庫融資のご案内 
住宅金融公庫では、個人住宅建設資金と建売

住宅u故入資金の申し込みを受付けしています。 

融資金利が下がり、住宅の規模により4.20-

4.70毒と史上最低となりました。 

・受付・窓口は公庫業務を取り扱う金融機関です一

申込方法など詳しくは公庫業務取扱金融機関か

住宅金融公庫仙台支所（費 0 2 2（⑩ 9 3 1 1番） 

にお問い合わ・t士ください。 

ン受付棋月間 第 2 回 8 月まて？ 

第 3 回 10月上旬から11月まで

第 4 回 63年 1月中旬から 3 月ま

で 

なお、中古住宅購入資金、住宅改良資金及し’、 

財形住宅資金については63年 3 月25日まてン申し

込みを受付1ナしています。 

国民年金保険料 
納期ごと毎月・毎月納付しましょう。 

62年度国民年金保険料の額は 

月額7,400円です。 

なお、附加保険料は400円プラスされ 

ます。 

	年金は世代と世代の助け合しい 

交通災害共済年額 350円 
―家族そろつて加入しましよう― 

設備近代化資金の貸付 
限度額が引き上げられました 
県内の中小企業の方々に、 5 年間無利子の資

金をお貸しする設備近ft化資金の貸付限度額が 

3,01)び万円まで引き上げられました‘， 

区 	分 貸 	付 	条 	件 

対象業種 

製造業、建設業、運送業、鉱業、生鮮食

品小売業及びクリーニング業等のサーピ

ス業を営む中小企業の方々 

対象設備 

業種毎に指定されている設備で、昭和62 

年 4 月1日から昭和63年 3 月31日までに

設置済、又は設置予定のもの。なお、代

金を完済している場合も含まれます。 

貸付額 

設備額の半額以内で、最低50万円から最

高3,000万円まで。（貸付限度額が昨年の 

2 倍になりました） 

償還方法 1年据え置き 4 年均等年賦償還 

1141半lし込み、 こ才目談は、県商工労側倍~5商工課I, 

造改一善班i(費0177電Dllll番内新14161番） 

設備貸与制度 
中ノ」、企業のみなさんが希望する設億iを公社が 

代って購入し、長期カーっ低利で割賦販売及びリ 

スをするlIi山変で’す。 

i× 分 
割 賦 制 度 

リ 	一ー ス 制 度 
ー般割賦 新技術体化

割賦 

建設業、旅 
館業を除く 

対 象 業 種 設備近代化 同 左 同 ノI・ 
対象業種、 
卸・小売業 

対
 
象
 
か
 

製造業 製造業 
80人以下 100人以下 

従業4.1数 商業・サー 商業・サー 同 左 
ビス業 

20人以下 
ビス業 

50人以下 

」
業
 

過去 2 ケ
年の平均 
利 	益 

1, 800万円 
以下 

4, 000万円 
以下 同 左 

上地・建物 電子計算機 

対 象 設 備 を除く機械
設備 

で作動する
機械設備 同 左 

（新品〕 （新品） 

利用限度額 
100万円 

I 
2,500万円 

1, 500万円 
5 

5,000万円 

100万円 
- 	5,0007iF'J 

期間 月額リ一ス料率 

3年 3.105% 
ll与損料 4 年 2.4 1 4% 

利 息， 	等 同 左 
5 年 1.979% 年4.5% 
6年 1.697% 

7年 1.492% 

保 孟 金 10 	% 10 	% な L 

償還而f画 4 年半 6年半 3~7年 

※問い合わせ先 （貝オ）青森県中小企業振典公

社設備貸与靖果 ぐ青森市新III丁 2 丁目 4 番 1号 I'i 

森県合同ビル 7 階費01 771fl4066番） 



特別障害者手当等の申請に飢て 

●特別障害者手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1. 20歳以上で日常生活に常時特

別の介護を要する右記の在宅重

度障害者。 

9，障害基礎年金等、障害を事由

とする年金の受給者であっても

対象になりまむ 

3．身体障害者療養施設等に入所

している場合及び病院等に 3 ケ

月以上継続入院している場合は

受給できません。 

日常生活に常時特別の介護を要

する重度障害者とは国民年金法施

行令別表1級程度の障害が重複す

るもの、又は同程度以上と認めら

れるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

L 手当額は月額20,900円。 

9．支払月は 2 月、 5月、 8 月及

び11月の 4 期にそれぞれの前月

分までを支払います。 

本人及び本人の配偶者もしくは

扶養義務者の前年の所得カ吸令で

定める額を超えるときは、手当の

支給カ畔止されます。 

●障害児福祉手当 
（従来の20歳未澗の児童に対する福祉手当の名称を改めたものです。） 

対 	象 	者 障 害 の 程度 

1. 20歳未満で、精神又は身体に

障害があリ、日常生活において

常時介護を要する右記の在宅障

害児。 
9, 肢体不自由児施設等に入所し

ている場合及び障害を支給事由

とする年金を受給している場合

は対象となりません。 

日常生活において常時介護を要

する障害児とは、身体障害者手帳 

1級程度（ 2級の一部を含む。）の

障害又は特別児童扶養手当1級、 

愛護手帳「A」程度の障害のうち最

重度の障害と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1. 手当額は月額11,650円。 

9．支払月は 2月，5月、 8 月及

び11月の 4期にそれぞれの前月

分までを支払います。 

本人及び本人の配偶者もしくは

扶養義務者の前年の所得カ吸令で

定める額を超えるときは、手当の

支給カ警止されます。 

※お間い合わせは市福祉事務所福祉係（合⑩ 

2 1 1 1番内線 2 1 0 番）へどうぞ。 

家事介護サービス技術講習会 

受講生募集 
ン日時 8 月26日～10月 S 日（22日間）午前10 

時～午後 3時 

ン場所 市低りく婦人の家 

ン受講料 ’乗拳ト 

ン募集人員  30人（先着順） 

ン持参するもの 筆記用具、印鑑、昼食、その 

他必要の都度指示します。 

お申し込みやi洋しいことは、i川動く婦人の家 

（四庭）8 8 9 8 番）佐々木1」にJミ riへどうぞ。 

ンお題 『車」 （「くるま」 のほか 「しゃ」 と

言永んで’もよい。） 

レ詠進要領 （D 詠進歌は、自作の歌で1人 1 

首とし、未発表のもの。 ② 用紙は、半紙（ 

和寺氏） とし、毛ニ筆で自書してください。 

（③） 病気又は身体障害のため自書することが

できない場合は、f也人が代筆しても差し支え

ありませんが、イ七筆の場合には、別の紙；に什こ

筆の理由、代筆者の住i折と氏名を書いて詠進

歌に添えてください。 なお盲人の人は、点字

で詠iI，しても差し支えありません。④ i』f：式

は、半紙を横長に用い、右半分にお題と冒欧、 

左半分に郵便番号、住所、氏名（本名、ふリ

がなつき）、生年月日、職業（なるべく具体

的に） を縦書きで書いてください。 無職の場

合は、」』」、前職に就いたことがある場合は、な

る・べく元の職業を書いてください。 なお、主

婦の場合は、単に 「主婦」 と書いても差し支

えありません。 

）詠進の期間 9 月1 日からl0月12日までとし、 

垂β送の場合は、10月12日までの消印を有効と

します。 

＞あて先 〒100  東京都千代田区千代田1番 1 

号・ 宮内庁（」封筒に 「詠進歌」 と書き添えて

ください。） 

お題 『車」 （「くるま」 のほか 「しゃ」 と 

おかあさんの「育児教室」の開催 

おかあさんが育児について日頃困っているこ

と、聞いてみたいと思っていることについて、 

専門の先生からお話しを聞いたりする機会で・す

ので、皆さんお誘い合わせてご参加ください。 

＞日時  8 月24日 （月）午前 9時30分から午後 

3時30分ま‘で 

＞場所 市中央公民館 

レ内容 ①しつけで困っていること。 ②身体白り

な発達、健j泰に関すること。③遊び、オモチ

ャ、友だち、家庭のあり方等に関すること。 

④ことばの発達、絵本、テレビ、正しい矢［玲哉

の与え方、心の育て方に関すること。 

＞申し込み先 8 月21日 （金）までに市教育委

員会社会教育誇I（費国)2 1 1 1番内線250 

番）へお申し込みください。 

ン・その他 （1）畳食をご持参ください。②託児者

を用意しますのて‘、親ニ子でこ『参加ください。 

（③簡単な体操のできる服装でおいでください。 

昭和63年歌会始のお題と 
詠進歌の詠進要領 

宮 内 庁 

 

昭和62年（1987年）8 月15日 	 広報ごしょがわら 

  

（第645号）⑧ー 

        

        

        

(
 



⑨昭和62年（1987年）8 月15目 
	

広報こ‘しょがわら 	 （第645号） 

        

新受入図書 
市立図書館 国家免許試験の実施について 

】 	名 箸者名 J】 	名 著者名 

II 森県経済白書 県企画部 始原の声 小林 広ー 

青森県の山 
?
j
  
際
 
銀

山
 
行
岳
 
会
 

忠臣蔵悲恋記 深田ふじ子 

ふるさと自慢 
青森県 

市長会 クリコフの思い出 陳 	舜臣 

津軽選挙 高僑 	興 シングルセル 増田みず子 

欠円名fごらけの 
税伽改革 後藤 	弘 命三っ 八木 義徳 

図説伊達政宗 
仙台 -ill 

博物館 優 	駿 宮本 	輝 

日本の革命 
長谷川 

慶太郎 犬が育てた猫 吉行淳之介 

よっ直ぐに 
生きるために 伊藤 雅子 玩物草紙 溢滞 龍彦 

自殺百態 櫛引 信利 わたしの脇役人生 沢村 貞子 

愉しき目まい 山越 	覚 知的経験のすすめ 開高 	健 

雪 	害 沼野 夏生 別れぬ理由 渡辺 淳ー一 

相統する人・ 
さtLる人 渡辺 洋三 16歳のマリンブルー 本城美智子 

家庭と社会 渡辺 洋三 恋のからたち垣の巻 田辺 聖子 

カード・ビジネス 柿崎 紀男 雪舞 い 芝木 好子 

迷信博覧会 種村 季弘 綱走発逼かなリ 島田 荘司 

振
 
か
 
え
 
る
 
の

ま
 
は
だ
 
ー
 

 
杉村 春子 タ

や
け
小
や
~
 
ュ

Jま 
で
暮
 
れ
 
ぬ
 

ま
だ
日

I
 

佐藤 愛子 

ヒマラャの子守傘 尾崎 	隆 夢うっっの記 円地 文子 

キャンパスへの旅 木元 教子 蚤とリ侍 小松 重男 

ヒ トはなぜ 
眠くなるのカ・ 土肥 一郎 花と緑の歳時記 白木 靖美 

文 化 講演会 
）日時 8 月18日（火）午後・6 時から 9 時まで・ 

＞場所 市中央公民館 

レ演題 「市浦山王坊遺跡と安東氏」 

ン講師 加藤孝先生（東北学院大学教授・山王 

坊j貴跡発掘団長） 

＞受講料 無半斗 

主催 北奥文化研究会 

後援 市教育委員会 

※市民の皆さん、お誘い合わせてどうぞ。 

市民弓道教室一受講生募集― 

ン受講資t各 一般男女 

ン期間 8 月25日からl0月20日まで’の毎週火・ 

木・土曜日 午後 7 時から 9 時 

レ会場 三道会館弓道場（市役月I外葬り） 

＞受講半I 無料 

＞申し込み・間い合わせ先 成田印店（新町か 

⑧ 1 0 8 3 番 ) 

主催 五所川原弓j直会 

後援 市教育委貝会 

＞日時 11月15日（日）午前 9 時30分・から午後 

4 時30分まで（受験科目により開始・終了時

間が異なります。） 

11'- 場所 青森大学（青森市幸畑阿部野248) 

＞試験科目 一級・二級ポイラー技士：、ボイラ

―整備た七、 クレーンう基 j臓士、手多り功式クレーン

運転ミ士、発破技士、林業架線作業主任者、i4i 

生管理者、潜水士。 

ン受験申請受仁t期間 9 月24日から30日まて‘ 

O準備講習会日程表 

事 業 種 別 日 	程 定貝 場 所 申込締切 

玉掛技能講習会及
び移動式クレ―ン
運転業務特別教育
講習会 

9 月1日～ 3 日 

9時～17時まで 
80名 
西
基
 
北
準
 
労
協
 
働
会
 

 

8 月27日 

有機溶剤作業主任

者指定講習会 

9 月 9 日一・10日 

9時～17時まで 
80名 西北労働

基準協会 
9 月 4 日 

第 2 種酸素欠乏危
険作業特別教育講
習会 

9月22日 
9時～ 
14時30分まで 

】叩名 西基
 
北
準
 
労

協
 
働
会
 

 

9 月17日 

級
許
 
ボ

試
 
イ
験
 
ラ
準
 
一
備
 
技

講
 
士
習
 

 

2
免
会
  

9月29日～ 
10月 2 日 

9時～17時まで 
80名 

西北労働
基準協会 

9 月24日 

衛生管理員実務講

習会 

10月 6 日～ 7 日 

9時～16時まで 
80名 
西
基
 
北
準
 
労

協
 
働
会
 

 

10月】日 

なお、詳しいことは（社）西北労低り基準協会 

（市内新宮町84-5 ⑩ 6 3 3 6 番）へお間い合

わせーください。 

青森県オストメイト 

社会適応訓練講習会 

青森県身体障害者更生村非炎ji斤では、ぽうこう 

"’〔」湯機能障害者でストマ用装具を装イ毒iしている

人及びその家族を対象に講習会を開催します。 

＞日時 9 月16日 （水）午後1時から 

ン場所 市中央公民館 

ン講演 「ストマ用装具装着者としての心得」 

「ストマ用装具の正しい知識」 外 

ン相談コーナー ストマ用装具の使用に係るも

の、〕統学凍1】’労、夫婦生活の持ち方、入浴、旅

行に必要な用意、社会福祉サービスの利用等。 

ンお問い合わせ先 市福祉事務所福祉係（雪⑩ 

2 1 1 1番内線 2 1 0 番）へどうぞ。 



みんなの健康教室 

レ日 時 8 月 28 日（金）午後 1時 

レ場 所 市保健センター 

ン講 師 山口 力先生 

（山口〕任門科医院長） 

ンテーマ 「I更秘症」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室 

テレフォンサービス実施中 

0311番 
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r9月の保健センター相談日」 
9 月 4 ・」I・18・25日で’す。（毎 j世金曜日） 

レ時問 午前10時～午後 3 時まで・ 

レ内容 併を健女帝が血圧測定、尿検査を含めた健！ 

I康相談に」志じますので、赤ちゃんからお年寄

リまでお気！隆にこ冴り」三月ください。 

お問い合わせは市衛生課へ（廿内線 2 6 8 番）。 

市役所の電話番号は⑩2111番 

乳幼児の健康診査 
ン場所 d打呆健センター 

レ受付一日寺間 午後 1時～ 1時30分まで。 

ン持参するもの f母子食劃東手帳、バスタオル。 

3$畿児は尿検独三も行いますので、当日小ビン 

に尿を入れてもってきてくノごさい。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞胆i（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで・来れない場合は、1新生課窓口にセ

ッ トをもらいにきてくノごさい。（ただし生後 6 カ

月、 7 カ月児に限る）。 

(2）病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

お問い会、わせは、市衛生課（廿内糸寺12 6 8 、 

2 7 2 番）へどうぞ。 

」I 	令 対 象 児 期 日 内 容 

3 力 月 児 S62年 5 月生 9 月 8 日（刈 健康診査 

6 力 月 児 S62年 2 月生 9 月16日困 健康相談 

1 	歳 児 S61年 8 月生 9 月28日明） 健康相談 

1歳6カ月児 S 61年 3 月生 9 月22日因 健康診査 

3 	歳 児 S59年 5 月生 9 月18日働 健康診査 

ミニドツクを受けよう 
市では40歳」』上上の市民を文寸象に成人病の早・」切

発見、早其Il治療を目的としたミニ．ドックを実施

しています。対象となる人は程i極的に受けるよ

うにしてくプごさい。 

レ実施期間 8 月1 日から翌年 2 月29日まで、 

ン実施時間 医療機関によって実施時間が述い

ますのて咋pし込み時にお知らせいたします。 

ン対象者 昭和23年 3 月31日までに生まれた方。 

なお、］撤場等で検診を受けられる方は除きま

す。 

レ受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役ii斤各支iりi窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録県の交付を受け、希望する医競引幾関

で受診してく1ごさい。 

ン受診料 1,000円（申し込み時） 

たた’し70,畿」』上上の方、生活保護-t鱈皆、市民税

非訓l税世帯の方は無拳十（申し込みの際証明書

を提出してくプごさい）。 

＞診査項目 言今三iり三、身ィ本i則定、心電図、尿検査、 

貧血検査、1汗機能検」＋i% 

ン問い合わせ先 市i業i生課（内線 27 2 番）。 
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